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論文内容の要旨
組織培美法によりヒト胎児細胞および羊膜に出来する FL 細胞のもつ ABO 型抗原について調べた。短
期間培養された胎児細胞について抗Aおよび抗 B血清による鍾光抗体染色を試みたところ胎児の血液型と
一致する抗原物質を培養細胞中に検出することができた。 長期培養された細胞について型抗原を調べたと
ころ従来の:方法では検出不能であり， 特に微量な細胞抗原を検出同定するために新しいラテックス粒子吸
着法を芯案した。この方法は種々の主~抗原物質で被ったラテックス粒子を作り，細胞表山.の抗原と反応する
抗血y， l;-で処理した細胞に吸着させ， ラテックス粒子上の抗原と細胞処理に用いた抗血治の種々な組み合せ
により細胞に特異的に吸着されるラテックス粒子上の抗原と同ーの型抗出を細胞上の抗原と同定すること
にある。このブj法により株化後 5 年を経た FL 細胞に B型抗原を検出することができた。
型特異ttは細胞のもつ安定した迫;伝的形質であり， 異型型物質を加えて細胞に一時的な形質の変化をお
こすことができても一定JDJ間後原型に復することがわかった。
これらの !Jç尖から型特異性は地主主ヒト細胞の遺伝的解析に用いることができる千i効な指棋であると思わ
れる。
論文の審査結果の要旨
萩)J~{L\ の n命λ;はよ古主主されたヒトの細胞が果して細胞間千1・の特異抗原を示すかどうかを調べたものであ
る。 も伎l巨Uf用]した材材.叩f木示米料-、J干、J‘?トは大|似以大イ学γ予:の j州lリ丙j足J院で?得!3} られ 7たこ人:r】Li←
i離説誰i佐tμf泊白 Z養:毛主した回;定と株を}用目い， 研先の対象には ABO 血液型をえらんだ。
先ずA抗体および B抗体をf1uorescein isothiocyanate という蛍光物質と結合させ， いわゆる蛍光抗体
ハリ
をつくって短期間培養された胎児細胞を処理したところ， 赤血球に存在する型抗原と一致する抗原を検出
し得た。また FL 細胞は B-盤光抗体によって強く染色されì A-鍾光抗体によってはそまらなかたので，
この細胞は B型であることが推定された。
以上の推論をさらに確認するため polystyrene でつくった latex 粒子に A ， B および AB 抗原を吸着
させそれを血球の代りり使用してみた D すなわち FL 細胞を前もってAまたは B抗体を合んだ血清で処理
し，ついでAまたは B抗原を吸着させた latex 粒子を添加すると FL 細胞は B-抗原を合む latex 粒子の
みを吸着することがわかった。このことから FL 細胞が B型であることが確認された口
以上荻原君は 5 カ年以上も培養されたヒトの細胞 (FL 細胞)の血液型を蛍光抗体ならびに抗原を吸着
した latex 粒子を用いる方法で切らかにし，血液型物質が赤血球のみならず，他の体細胞にも存在してい
ることを確認すると共にその技術が今後広範囲に応用される可能性を示した点で極めて貴重なものと考え
られる D よってこの論文は理学博土の学位論文として十分の価値を有するものと認める。
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